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生活の変化に応える商品開発

社会イノベーション事業の一翼を担う白物家電
Featured Articles

1.　はじめに
日立では，顧客の生活変化を把握するために，さまざま

な調査を実施している。調査を通じて生活の実態を掘り下
げると，新しい発見が数多くある。
日本国内の炊飯についてみると，約半数の家庭で1回に

2合以下の少量しか炊飯しないという実態が分かった。使
用している炊飯器は5.5合炊きがほとんどで，意識調査で
は，大きな炊飯器で少量炊くとおいしくないと感じてい
る。そこで，少量がおいしく炊けることに特化した炊飯器
を開発した（図1左参照）。
一方，現在，約50か国の海外市場で白物家電商品を販

売しているが，日本を含め，これら多くの国々でのニーズ
を的確につかむための努力も欠かせない。

「家庭を訪問し生活実態を見る」（図1中参照），「販売店
で商品の売れ筋を見る」，開発に当たっては「仮説を立て
て調査・検証をする」といったことを主要な国で行ってい
る。本稿で紹介する空気清浄機（図1右参照）については，
アジア，中東ではまだ本格的な導入が始まったばかりの商
品であるが，上述のような活動を通じて，顧客から聞き
取った「日本製」に対する信頼感，共感性といった意識や，
清潔・健康意識の高まり，各国の住環境などを踏まえ開発
したものである。
本稿では，日本国内市場の需要構造の変化に応える新コ
ンセプト炊飯器と，空気清浄機のグローバルモデルについ
て述べる。

図1│需要構造の変化に応える新コンセプト炊飯器と空気清浄機のグローバルモデル
少量炊飯もおいしい炊飯器（5.5合）「ふっくら御膳（RZ-VW3000M）」と小容量炊飯器（2.0合）「おひつ御膳（RZ-VS2M）」の外観（左），海外での生活実態調査の
様子（中），日本をはじめとするアジア各国のニーズに応えるグローバルモデルの空気清浄機「クリエア（EP-KVG900）」の外観（右）をそれぞれ示す。
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国内市場では高齢化・少人数世帯化といった需要構造
変化により，衣，食，住生活にもそれぞれ変化が起こっ
ている。食生活の中で炊飯に焦点を当てると，1回の炊
飯量は2合以下という家庭が約半数である。こういった現
状をとらえ，少量炊きでもおいしい炊飯器を開発した。

また，グローバル視点でニーズを探り，高集塵性能（大
風量）を特長とする空気清浄機を開発した。PM2.5への
関心の高まりなどを受けて集塵性能をさらに重視する傾
向にも応えていく。
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2.　新コンセプトで新市場を創造する商品開発
2.1　生活スタイルの変化に対応した炊飯器
国内で，世帯人数・年代別に炊飯実態を調査したところ，
世帯人数・年代による差はなく，約51％の世帯で，1回あ
たり2合以下の少量しか炊飯していないという実態が明ら
かとなった（図2参照）。
さらに，大きい容量（5.5合以上）の炊飯器で少量炊くと
おいしくないと感じる人が約6割であり，不満があるとい
うことが分かった（図3参照）。
一方で，市場には IH（Induction Heating）タイプで3.5

合炊きや3合炊きが存在するが，その台数構成比は約8％※1）

と低い。現存する小容量炊き商品は廉価版か，大容量の5.5

合タイプの相似形で，特徴に欠けていることが，小容量炊
飯器の台数構成が低い理由であると考えた。さらにグルー
プインタビュー調査から，二つの顧客像が見えてきた。一
つは，小容量炊飯顧客で，ごはんを1回で食べ切る顧客，
もう一つが多めに炊飯し，残ったごはんを冷凍保存して電
子レンジで再加熱する顧客である。今回，前者の顧客に向
けた商品開発を行った。

2.2　二つの商品像
新しい開発コンセプトを構築するにあたり，二つの商品
像を考えた。一つは，少量を炊いてもおいしい5.5合炊き
の「ふっくら御膳」という商品像である。
もう一つの商品像は，少量しか炊飯しない顧客に対応し
たものである。グループインタビュー時，「旅館で食事を
するとき，おひつからごはんをよそって食べるとおいしい
ね」というモニターの言葉がキーワードになり，0.5合か
ら2.0合炊きの小容量タイプで，軽量，小型の新コンセプ
ト「おひつ御膳」とした。おひつ感覚で食卓まで運べて，
あつあつごはんを食卓でよそって食べられるという商品で
ある（図4参照）。
「おひつ御膳」は，新しいコンセプトのため受容性検証
調査を実施した。商品イメージに近い模型とともに，コン
セプト検証用ビデオ（図5参照）によって，商品特長を説
明し主婦の意見を聞いたところ，当初想定した少人数世帯
だけでなく，ファミリー層にも新コンセプトの魅力が評価
されることが分かった。

2.3　おいしい炊飯プロセス
小容量でも，大容量でも，ごはんをおいしく炊くには，
米の特性に合わせた炊飯プロセス（温度と時間）が必要で

図5│コンセプト検証用ビデオ
動画で使用シーンを見せることでコンセプトをわかりやすく伝える。

ふっくら御膳
（RZ-VW3000M）

おひつ御膳
（RZ-VS2M）

炊飯容量 ： 5.5合 炊飯容量 ： 2.0合

大容量の炊飯器で
少量炊いてもおいしい

少量がおいしく
軽量で持ち運びできる

図4│二つの商品像
炊飯容量5.5合の「ふっくら御膳」と2.0合の「おひつ御膳」をそれぞれ開発した。

Q ： 大きい容量の炊飯器で少量炊くと， おいしくないと思いますか？
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図3│炊飯イメージ調査（2014年1月日立調べ：n=312）
少量炊飯に対するイメージを調査した。

Q ： 1回当たり何合炊きますか？
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図2│炊飯量調査（2014年3月日立調べ：n=279）
世帯人数・年代別に炊飯実態を調査した。

※1） 2013年度JEMA（一般社団法人日本電機工業会）出荷統計より。
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ある。炊飯プロセスは「浸し」，「炊き上げ」，「蒸らし」か
ら成る（図6参照）。「蒸らし」においては，米を「ごはん」
にするために，98℃以上の高温を20分以上保つ必要があ
る。したがって沸騰後水分がなくなるまで加熱し，さらに
蒸らすことで高温を長時間保つ。少量炊飯時はごはん自体
に蓄えられる熱量が少ないため，蒸らし時に温度が低下し
やすいといった特性があり，加熱制御が課題となる。

2.4　「ふっくら御膳」5.5合で少量炊飯をおいしく
5.5合の大容量炊飯器で少量を炊飯すると内 内の空間

が大きくなり，火加減を調整することが難しく，おいしく
炊けないことがある。そこで，少量炊飯時には大火力側面
ヒーターで内部空間を温めることで，おいしいごはんを炊
く少量炊飯コースを設定し，少量炊飯に強い炊飯器とした
（図7参照）。

2.5　少量炊飯に特化した「おひつ御膳」
少量をおいしく炊く課題のひとつは「火加減」である。

熱量が少ないため，適温を維持する構造と加熱制御が重要

となる。
（1）少量炊飯専用の重厚打込鉄
炊きムラを減らすために最適な内 の寸法を検証し，2

合はもちろん，0.5合や1合でもおいしく炊ける内 とし
た。また，溶かした鉄粒子を高速で基材に打ち込んだ多層
粒子構造を持ち，蓄熱性に優れる重厚「打込鉄 」を採用
した（図8参照）。
蒸らし時の温度低下を抑え，熱容量を大きくするため厚
さ3.6 mm（最厚部）の厚 構造としている。
（2）全周断熱構造
蒸らし時の内 内部の温まった蒸気が，外に抜けて温度

が下がらないよう，蒸気口にはボール式の調圧弁を設けた。
本体側面周囲部には，冷蔵庫用に開発した「フレックス

真空断熱材 1）」と同製法の断熱材を採用した。これは，外包
材が電磁誘導過熱で発熱することなく，高温多湿な環境で
も性能を維持できるよう炊飯器専用に開発したものである。
さらに上部ふたに2層構造の空気断熱層，底部にもガラ
ス繊維断熱材を配置し，全周囲から熱が逃げるのを抑える
「全周断熱構造」とした（図9参照）。

調圧構造

空気断熱層

日立独自

ガラス繊維断熱材

断面イメージ図

「フレックス真空断熱材」

「全周断熱構造」

ボール式調圧弁

図9│「全周断熱構造」
炊飯器専用の「フレックス真空断熱材」と空気断熱層，ガラス繊維断熱材で実
現した。

5.5合 重厚「打込鉄 」

2.0合 重厚「打込鉄 」

図8│少量炊飯専用重厚「打込鉄 」
5.5合炊きの内 と同じ製法で2.0合用内 を開発した。

従来製品 35 W※

80 W新製品

火力アップ

炊飯量に合わせて
浸し， 蒸らし工程での
ヒーター通電時間を制御

※2013年度製品 RZ-TW3000K

「大火力側面ヒーター」

「1合 ・ 2合少量コース」

イメージ図

図7│少量炊飯でもおいしく炊ける理由
大火力側面ヒーターで内 の温度をキープし，少量に合わせた火加減でおい
しく炊き上げる。

98℃

60℃

60℃キープ

大火力制御
98℃以上でしっかり蒸らす

高温浸しでしっかり吸水

5～7分で
煮崩れせず炊き上げ

10 20 30

炊飯工程それぞれでの
火加減がポイント

40 分

図6│おいしい炊飯プロセス
98℃以上の高温をキープして炊き上げる。
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（3）本体分離構造
「炊きたてを食卓でおいしく食べられる」を実現するた
め，おひつ部と熱源部を分離した本体分離構造とした
（図10参照）。
この構造により，おひつ部は約2.0 kg（2合炊飯時は2.7 

kg）の軽量に抑えることができ，食卓に軽々と持ち運べる
ようにした。
また，前述の「全周断熱構造」により，おひつ部を食卓

に運んだ後もごはんをあつあつに保ち，2合のごはんを約
2時間，食べ頃温度約70℃に保てる（図11参照）。
また，使いやすいシンプルな操作部，外して丸洗いでき

る内ふた，小容量炊飯に配慮した計量カップなど，使いや
すさにも工夫を加えた。

3.　グローバル視点でのニーズに対応した商品開発
日本国内，海外市場での同時展開を目標に，新しいコン

セプトの空気清浄機の開発を行った。

3.1　グローバル展開を前提とした空気清浄機
海外市場における顧客調査を通して，東南アジアや中東

などでは部屋が小割りになっておらず，比較的広い空間が

多いことが見えてきた（図12参照）。よって，大空間への
対応，すなわち適用床面積※2）の拡大は大きなセールスポ
イントになると考えた。
また，PM（Particulate Matter）2.5※3）の影響によって，
特に中国では空気清浄機に対する関心が非常に高くなって
いる。さらに，清潔・健康意識の高まりから，東南アジア
ではアレル物質となるハウスダストや，ヘイズ（煙害）へ
の対応も求められていることが分かった。いずれも集塵性
能が第一に重視されるという共通点がある。
また，海外では「日本製」であることに魅力を感じる消
費者も多い。
一方，国内市場においては，イオン放出機能が重視され
ていたが，PM2.5への関心の高まりなどによって集塵性
能（適用床面積）を重視する顧客が増えてきた。当社調査
によれば，約4割の顧客が適用床面積を次回購入時の重視
点として挙げている（図13参照）。

おひつ部
熱源部
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（RZ-TX100K）

一般的なジャー炊飯器で
保温をしなかった場合
（RZ-TX100K）

おひつ御膳
（おひつ部を外した時）

（おひつ御膳）

図11│炊飯後のごはんの温度変化（2合炊飯時）
おひつ部を取り外しても，2時間後も約70℃を維持している。

［おひつ部］

［熱源部］

着脱検知センサ－

加熱コイル部

基板部

冷却ファン

おひつ部重量 ： 約2.0 kg
（2合炊飯時2.7 kg）

図10│本体分離構造
おひつ部と熱源部を分離した構造とした。

※2） 一般社団法人日本電機工業会規格（JEM1467）にて規定されている項目で，規
定の粉じん濃度の汚れを30分で清浄できる部屋の広さを表す。

※3）大気を漂う粒子状の物質で，大きさ（粒径）が2.5 µm以下のもの。

脱臭性能

0 30 60（%）

有害物質除去
省エネルギー／節電

花粉除去性能
ウイルス ・ 細菌抑制

適用床面積
加湿量
運転音

お手入れのしやすさ

Q ： 次回購入時の重視点は？（複数回答）

図13│重視度調査（2013年10月日立調べ：n=191）
加湿空気清浄機を次回購入する際に重視する点の調査結果を示す。

図12│ 生活実態調査［インドネシア（左上），タイ（右上），サウジア
ラビア（左下），カザフスタン（右下）］

部屋が小割りになっておらず，天井が高く広い空間が多い。
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そこで，この国内外の共通ニーズに応える高集塵性能を
追求した，輸出を前提とする空気清浄機の開発に着手した。

3.2　高集塵性能を実現する技術
空気清浄機の集塵性能は適用床面積によって規定され

る。従来24畳（40 m2）（EP-JV700）であった適用床面積を，
国内外でクラストップを狙う41畳（68 m2）に向上させる
ことを開発目標として定めた。適用床面積の拡大には大風
量化が必要であり，ファン性能の向上と，通風抵抗低減が
課題となる。ファン性能については，高トルクモータと小
型高効率ファンの採用に加え，ファン吹き出し流路を形成
するスクロール形状を最適化し，高性能化を図った。通風
抵抗は，吸気口を従来の前面から背面側方に変更し，開口
面積を従来比1.5倍（2013年度製品EP-JV700との比較）
に拡大することで低減した。これらによって大風量化を図
り，適用床面積41畳（68 m2）（EP-KVG900）を達成した
（図14参照）。
さらに，大風量を生かす気流制御として，上方に向けて

清浄空気を吹き出し，広範の室内空気を背面側方の吸気口
から吸い込む「ワイドスピード集じん」方式を開発し，空
気清浄時の清浄スピードとともに，形成される気流の最適
化も図った（図15参照）。

3.3　センシング技術
従来から使用しているホコリセンサーの制御方法を応用
し，「PM2.5センシング」※4）制御を開発した。「PM2.5セン
シング」制御では，風量を微粒子の濃度に関連性を持たせ
て自動制御する。微粒子の濃度が高い時は大風量で室内を
すばやく清浄し，室内がきれいになってくると，音が気に
ならない程度の風量まで低下させる。その状態で室内を監
視し，微粒子の濃度に応じてクリーンモニターで3 段階
（赤・橙・緑）表示をする（図16参照）。
「PM2.5センシング」制御実施時の微粒子の除去スピー
ドは，「PM2.5センシング」制御を行わない「空清自動運転」
と比較して約2倍になることを確認した※5）（図17参照）。

3.4　お手入れ性と清掃性
当社調査によれば，約6割の顧客がお手入れのしやすさ

を次回購入時の重視点として挙げている（図13参照）。空
気清浄機は部屋のほこりだけでなく，細菌やカビの胞子な
ど，微細な粒子まで捕集するHEPAフィルタ（High 

Effi  ciency Particulate Air Filter）※6），においを吸着する脱

■清浄時間の比較

「PM2.5
センシング」
による自動運転

通常の
「空清自動運転」

粉
じ
ん
濃
度

10
10 20 30 40 （分）
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100

1，000
［   g/m3］μ

図17│清浄性能比較
「PM2.5センシング」自動運転を使用することで，「空清自動運転」に比べ約2
倍の清浄スピードを実現した。

図15│「ワイドスピード集じん」
大風量を生かす気流制御を実現した。

大風量
吹き出し流路

大風量を
実現する
新モータと
小型高効率
ファン

背面側方に
することで
約1.5倍※に
拡大された
吸気面積
※2013年度製品EP-JV700との比較

ワイドスピード集じんのメカニズム

図14│大風量化技術のメカニズム
新モータと小型高効率ファンの採用，吹き出し流路の最適化により実現した。
さらに，吸気口の開口面積拡大により通風抵抗を低減した。

※4）センサーは0.5 µm以上の微粒子を検知。
※5） 初期濃度約1000 µg/m3が35 µg/m3に低下するまでの時間で比較。「空清自動運

転」：約38分，「PM2.5センシング」制御：約20分。試験粉じん：タバコの煙。
※6） 空気中に含まれる微細な塵埃（あい）を取り除くために利用する高性能のフィ

ルタ。

「PM2.5 センシング」で微粒子を検知し，
大風量でスピード清浄

「PM2.5 センシング」

クリーンモニター

図16│「PM2.5センシング」制御（EP-KVG900）
大風量の性能を生かすセンシング技術を開発した。

注：略語説明　PM（Particulate Matter）
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臭フィルタ，大きな綿ごみを捕集するプレフィルタの三層
構造となっている。この中でお手入れ頻度が最も高いのは
プレフィルタである。このプレフィルタのお手入れ性を向
上させるため，従来と比べ表面が平滑な素材を採用し，さ
らにステンレス加工を施すことで，従来のプレフィルタで
は取りにくかった油煙を含んだほこりも取りやすくした。
また，加湿用水タンクのお手入れ性にも配慮し，水タンク
の上ふたが簡単に外せる構造とし，水タンク内部の清掃が
隅まで容易に行えるようにした。

3.5　高品質ガラスタッチパネル
今回開発した「EP-KVG900」には，高品質デザイン・

清掃性など優れた使い勝手を有し，すでに冷蔵庫などで実
績のある強化処理ガラスを採用するとともに，静電容量方
式のガラスタッチ操作を採用した。強化処理ガラスを採用
することにより，傷がつきにくく，清掃性にも優れる
（図18参照）。
以上の国内およびアジア各国のニーズに応えるべく開発

した空気清浄機（EP-KVG900）を，日本国内で2014年10

月に発売した。本製品をベースに詳細仕様を詰めて，今後
海外市場に順次投入していく予定である。

4.　おわりに
ここでは，国内の生活スタイルの変化に対応する炊飯器
と，国内外のニーズに応えるべくグローバル視点で開発を
行った空気清浄機について述べた。
今回は炊飯器と空気清浄機を例に挙げたが，顧客視点で
の商品開発は全商品に共通のテーマである。引き続き新た
な顧客のニーズを発掘し，それに応える商品開発を進めて
いく。

石田 和浩
日立アプライアンス株式会社 商品計画本部 
キッチン商品企画部 所属
現在，冷蔵庫，調理家電の商品企画に従事

遠藤 真志
日立アプライアンス株式会社 商品計画本部 
ユーティリティ商品企画部 所属
現在，洗濯機，掃除機，空気清浄機の商品企画に従事

鈴木 利明
日立アプライアンス株式会社 家電事業部 多賀家電本部 
第三設計部 所属
現在，ジャー炊飯器の設計開発に従事

小島 孝之
日立アプライアンス株式会社 家電事業部 多賀家電本部 
第三設計部 所属
現在，ジャー炊飯器の設計開発に従事

蛭田 康之
日立アプライアンス株式会社 家電事業部 多賀家電本部 
第二設計部 所属
現在，空気清浄機の設計開発に従事

塩家 洋一
日立アプライアンス株式会社 家電事業部 多賀家電本部 
生産技術部 所属
現在，掃除機，空気清浄機の開発に従事
室内環境学会会員

執筆者紹介

図18│高品質ガラスデザイン（EP-KVG900）
強化処理ガラス使用で品質感とともに清掃性も向上した。

1）  荒木，外：真空断熱材の曲げ成形技術，日本機械学会年次大会講演論文集，2008（1），
251～252，（2008）

参考文献 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile ()
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 0
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Adobe RGB \(1998\))
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


